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れ
ど
も
、
女
の
身
陀
て
仕
損
じ

τは
如
何
也
、
所
後
御
所
へ
緋
へ

、

規
が
怒
都
を
可
告
と
存
じ
共
夜
を
過
し
、
別
組
制
三
訟
に
成
女
子
を
刷
出

へ
入
、
山
由
花
金
谷
を
逃
出
で
抽出松
陀
到
り
、
右
の
趣
日到
に
言
上
す
。

則
御
代
官
及
名
主
問
屋
等
悉
く
召
寄
御
礼
明
あ
れ
ば
、
彼
商
人
に
無

訣
‘
御
代
官
の
罪
科
不
残
和
知
れ
た
り
。
榊
組
大
陀
怒
給
ひ
、
非
人

は
悉
く
刑
制
せ
ら
れ
、
彼
女
は
直
に
被
召
使
、
於
茶
阿
と
郁
へ
候
。

後
懐
学
し
文
総
元
年
壬
炭
産
あ
り
反
千
代
丸
と
鋭
す
。
但
此
兇
色
刷
揖

〈
附
限
逆
つ
り
察
貌
接
関
し
。
一

日
御
覧
あ
り
て
拾
さ
せ
給
ム
。
然

る
を
皆
川
山
披
守
腕
問
、
養
ひ
位
て
、
七
歳
に
成
給
ム
時
、
成
照
御
前
へ

出
で
反
千
代
段
表
明
の
事
共
を
告
ぐ
。
公
一初
て
御
封
耐
被
成
.
っ
く

λ
¥御
覧
候
て
、
掠
々
去
モ
ろ
し
き
間
挑
か
主
.共
催
三
郎
信
肢
が
幼

立
に
少
も
不
越
と
仰
け
り
。
此
年
長
部
甑
七
郎
肢
忠
の
養
子
、
則
公

の
御
子
悶
千
代
丸
早
世
陀
て
、断
絶
せ
ん
と
し
け
れ
ば
、長
揮
の
老
臣

小
野
能
登
守
吉
図
と
皆
川
政
照
相
諜
り
、
辰
千
代
丸
を
共
家
相
V
K
願

け
れ
ば
、
共
通
K
被
仰
付
候
。
後
信
州
中
嶋
披
主
と
成
寸
八
悶
石
也
。

町民長=一
年
に
は
伊
達
越
前
守
政
宗
女
と
婚
儀
調
へ
り
。
先
ν
是
御
所
に

八
官
と
去
山崎
人
の
子

K
.
花
井
三
九
郎
と
一E
ム
小
姓
あ
り
。
美
誌
に

て
且
破
抑
制
錦
な
ど
名
人
な
り
。
依
て
巾
山
町
岬
へ
被
逝
け
れ
ば
出
頭
し
、

可

腕

小

説

巷

可
般
小

股

容
ムノ、 -~ J、

山
被
・
長
門
等
と
加
制
し
、
何
の
党
あ
り
て
図
政
を
ば
沙
汰
す
る
ぞ

や
、早
々
走
へ
召
容
、
念
度
仔
納
を
札
明
せ
ん
と
仰
出
け
り
。
此
事
於

茶
阿
問
て
肝
を
冷
し
、

右
兵
衛
仔
殿

山い山
隆
介
殿
粂
へ
抑
制
み
.
述
江

守
が
非
認
を
備
に
御
赦
菟
候
桜
花
と
臓
を
立
盲
上
総
介
殴
へ
は
罰
と

そ
巡
へ

、
正
政
一

肢
の
妨
の
夫
の
背
中
陀
候
へ
は
、
山討に
代
て
も
御
陀

官
可
紋
下
候
と
仰
け
り
。
上
総
介
印
阪
府
へ
町
村M
り
、花
升
は
忠
臣
.皆

於
茶
阿
肢
を
笠
民
宮
、
新
法
を
起
し
閥
政
を
専
に
し、

老
隠
浦
町
臓
を

も
脇
に
し
初
て
放
を
援
へ
り
。
皆
川
腕
服
は
此
都
を
歎
吉
、
家
老
山

町
長
門
守
と
相
謀
ら
ひ
‘
花
井
が
務
修
、
闘
家
の
邪
説
、

一
々
書
紀

し
忠
郎
へ
鋭
言
す
。
忠
師
同
柳
承
引
純一之
.
却
て
老
毘
共
は
肋
筑
を
求

り
た
り
。
依
て
雨
入
は
忍
て
駿
府

へ
笠
り、

右
の
趣
-

K
4言
上
す
。

公
大
K
怒
ら
せ
紛
ひ
、
北
ハ
三
丸
郎
め
は
紋
飢
綜

E
駿
へ
よ
と
て
、
上

総
介
K
附
也
た
る
底
K
.
維
の
指
凶
陀
て
述
江
守
な
ど
ミ
受
m
m
し
、

し
て
遠
江
守
と
云
。
医
長
+
九
年
十
二
月
三
日
越
後
六
+
高
石
を
封

じ
‘
商
問
城
へ
移
給
へ
ば
、遠
江
守
へ
は
虻
部
石
を
賜
ム
o
泌
江
苛
、

設
夜
渠
が
訟
を
稽
古
し
給
ム
。
然
る
に
於
茶
阿
は
‘此
三
九
郎
が
美
に

し
て
風
流
な
る

K
め
で
‘
ヘ
た
は
ぶ
れ
の
郡
北
ハ
あ
り
。
以
上
金
谷
に

て
産
せ
ら
る
h

女
子

E
三
九
郎
陀
仲間
し
、
上
紹
介
の
妨
M

仰
と
し
受
似

=rr. 四




